
日本歯科大学歯学会学術研究奨励賞規定

【趣　旨】

第1条　この規定は、日本歯科大学歯学会会則4条第4項にもとづきこれを定める。

【目　的】

第2条　歯科医学および医学、その他、これに関連した領域において、優秀な研究等をあげた本会会員に対し、日本歯科大学歯学会学術研究奨励賞（以下「奨励賞」という。）を授与するものとする。

【受賞対象者】

第3条　本会会員歴3年以上で、提出書類締め切り日時点で40歳未満（40歳以上であっても大学卒業後16年未満のものは可）の会員を対象とする。
但し、教授職にある者は除く。

　　　　なお、応募に際しては本会評議員の推薦を受ける。

【業　績】

第4条　歯科医学および医学、その他それに関連した領域の研究で、過去2年間（1月1日から翌年12月31日まで）に本会機関誌（Odontology）および、他の学術雑誌（MEDLINE収録誌）に掲載された原著論文・臨床研究論文を対象とする。
2　個人研究または共同研究のいずれでもよいが、共同研究の場合は、筆頭研究者を受賞対象者とする。

【奨励賞】

第5条　受賞者には、賞状および副賞を贈る。
　2　受賞者数および副賞の金額は、毎年、理事会において決定する。

【選考委員会】

第6条　受賞者の選考のために選考委員会を設ける。

2　選考委員会は、評議員の中から本会会長により指名された若干名で構成され、委員長は委員の互選により決定される。

3　委員の任期は、1年とする。但し、本会会長の在任期間を越えない範囲とし再任は妨げない。

【受賞者の決定】

第7条　受賞者は、選考委員会において選考され、理事会の議をもって決定される。

　　2　受賞者は、原則として本会大会で講演を行うものとする。
【この規定の改廃】

第8条　この規定の改廃は、理事会の議決を要するものとする。


